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祝！錦織圭メンフィス３連覇！！ 
みなさん、こんにちは。キャー！もう３月—！！と叫びたくなるこの頃ですよね！春に向けて少しずつ暖か

くなりますね！気温とともに気持ちもより一層上げていきたいものです！さて、タイトルにもあるように、

テニスプレーヤー錦織選手が最近優勝しましたよね！毎回思いますが、彼のインタビューでの英語は本当に

みなさんに是非紹介したいなと思ってしまいます。彼の英語は決して難しい言葉や言い回しではありませ

ん。でも海外の様々なメディアの前であれだけ堂々とコミュニケーションを色々なインタビュアーとしてい

るのを見ると「よ！！さすが！！」言いたくなります。やはり英語を話す時って誰でも緊張するし、特に日

本人は、文法やボキャブラリーを過度に気にしてしまう傾向があると思います。でも、かれの英語を聞いて

いると、発音や言い回し、ボキャブラリーも決して完璧な Native のようなものではありませんがすごく自

然に伝わっています。私自身もオーストラリアに住んでいる時に思ったのですが、間違えてもいい、完璧じ

ゃなくてもいい。自分が知っている言葉の中で話してみるということです。それが少しずつ積み重なって、

スラスラ同じセンテンスを話せるようになって、それがやがて自分の言葉になる。錦織選手の英語を聞くと

いつもそれを思います。今回のインタビューから抜粋した彼の英文はコレです。 

“It’s been amazing. You know this is something that I’ve never done before you know 4 years in 

a row. So this is something new. So very happy for that.” 

どうですか？難しいことは何一つ言っていません。ポイントは自信をもって言うことではないでしょうか。

みなさんも是非錦織選手のインタビュー見てみてください！YouTube で英語で検索すると、日本語の同時通

訳なしで英語が聞けます。さて今月も間違えてもいい！思い切って話していきましょう！！    Chiko 
 

第 4回(中篇) 喜多川泰の親学塾 人との出会い 自分との出会い 

1 月 24 日、喜多川泰の第四回親学塾に行って来ました。この講座はもともと喜多川氏が代表を務める学習塾『聡明舎』

（横浜市瀬谷区と大和市にある小中高生向けの進学塾）で掲げる「生きる力を育てる教育」を行うための保護者向け

の講座でしたが、この講座の評判が高く学校の先生方や他の地域の保護者からも受講したいとの声を受け、2011 年か

ら一般向けに全国で開催されるようになった講座です。親学塾のコンセプトは「大人が楽しく学ぶ機会」。語学力UP

にチャレンジする皆さんにもお役に立つと思い講座内容の概略を小林がレポートして参ります。文中の「僕」は喜多

川泰さん本人。斜体の文は小林のナレーションです。 第 4回目の親学塾は「人との出会い 自分との出会い」とい

うテーマについての話でした。前中後篇の 3回に分けてご案内いたします。今回は中編です。 

前回の内容のおさらい 親が子どもに残せる一番の財産は、日々幸せに生きて誰かを喜ばせる姿を見せること。子ど

もにとって一番の親孝行は、日々笑顔で生きて誰かを喜ばせる姿を見せること。これ以上にお互いにとって嬉しいこ

とはない。親は親で、子どもは子どもで一日を楽しむ。そして自分の周りにいる人たちに喜んでもらえる人になろう。

幸せを感じる時というのは何かを達成した時だけではなく、誰かに必要とされる瞬間に感じられるもの。子どもたち

は過去の記憶をベースにして生きていくので、「自分の親は必要とされる喜び・幸せを感じながら生きていたな」とか、

「結構大変な時にも、笑って乗り越えていたな」というその生き様こそ、親が子供に残せる一番の財産になる。毎日

誰かとの約束を守りながら、自分との約束を守りながら生きるということをお互いができたら、お互いにとって一番

いい財産を与え合いながら生きていけるんじゃないか。その為に大切なことは一日区切りで生きるという姿勢ではな

いか。こんな内容でした。それでは以下続きに入ります。 

一日区切りで生きる 別の言葉で言えば、毎日毎日今日一日と考えて生きるということ。そう考えなければ手を抜け

ちゃう。今日が最後だと思えば手を抜かなくなる。次回の親学塾もあると思っているかもしれないですが、もしかし

たらないかもしれない。震災の時もそうでした。今日一日を全力で生きるということを教えてくれたのではないでし 

 
上田情報ビジネス専門学校の

副校長の日田井(ひだい)先生

の新刊。彼の就職対策授業で

教えるのは合格に役立つスキ

ルではなく、幸せになる心の

あり方！なぜ？どうして？ 

ょうか。だから今日も全力で話をしています。

授業も今日が一番最後かもしれないと思って生

きる。すると、その時にできる全てをぶつけよ

うと思う。もちろん心配事だってたくさんあり

ますよ。しかも長く生きれば生きるほど、そう

言うものって増えるなって僕は感じています。

それを感じた時、親の偉大さを感じました。自

分を取り巻いている環境の中で、自分が考える

悩み苦しみ、背負っていかなきゃいけない重み

だったり、ずっとこれとつき合っていくんだな

っていう何かしらの荷物だったり、そういうも

のはある年齢の時にスパンとなくなって、全て

の背中に背負った荷物を降ろして、新しく人生

を生きるなんてできないんだなと感じた時に、

それをずっと背負いながら生きている両親って

すごいなって思ったんです。僕の両親はどんな

時も笑顔で笑ってくれていました。そんな中で

育ちましたので、今日一日を楽しむと決めて、

課題、やんなきゃいけないことにしても、楽し

んで乗り切っていこうと…。壁に関しては、苦

しんで乗り切って行っても楽しんで向かって行

っても同じですからね。          ↗ 

僕は子どもの頃から器用だと言われました。すぐ上手になるんです。だけどね、どの人からも言

われました。「君は物事を継続する力がない。ひらめきはすごいし、ちょっとやったらちょっと

できるようになるんですけれども、後から始めてずっと努力をした人にどんどん抜かれて行っ

て、結局続けられないから人として成長できない。これをずっと繰り返している。そんな君が継

続力を身につけたらスゴイのにね」ってよく言われたんです。なるほどと思って、継続力を身に

つけてみようと思って試してみましたが上手くいかないんです。というのは僕の場合はやり方が

合わなかったんです。「目標を掲げてそれに向かう。目標を掲げて、その目標を手に入れる姿を

イメージする」というものです。僕に合ったのは、自分との約束を今日一日だけは守るというや

り方だったんです。だから目標もゴールもないんです。いつまで続けるというのも決めませんで

した。ただただ、今日一日は絶対に負けない。今日一日だけは絶対に自分に負けないんだ。今日

一日は、絶対 1日楽しむぞと決める。自分との約束を果たすと決める。この 2つに関しては、今

日だけはやると、起きた瞬間決める。それをずーっと続けて行ったんですね。それが全ての人に

当てはまるかどうかわからない。でも、自分も継続ってあんまりできないなっていう人は、何か

の参考になるかなと思います。是非今日一日でいいので、楽しむと決めて生きてみてください。 

先ほど(2月号参照)「他人との約束は守って生きている。だからその姿を見せて行ったら、子ど

も達も大人になったら他人との約束を守って生きていけるように自然になりますよ」と言う話を

しました。ところが、他人との約束すら守れない大人が増えてきているような気がします。社会

に適応できないと言えるかもしれません。そうなる方向に社会が向かっているんだと感じる事も

あります。例えば塾業界でも僕らはグループで学習していますが、主流は個別指導、1対 1の指

導だったり、映像を見て学習するというのが中心になってきました。個別に自分に必要なものを

取り入れて行きながら目標を達成するのがすごく大切なことだと思われています。別の言い方を

すると、自分にとって足りないものを自分で取り入れて行くんですから、目標達成のプロセスとし 



 

 

「一歩踏み出したい」という

勇気が欲しい若者に、子ども

達の心の内を感じたい大人達

に、そしてどこかに置き忘れ

てきた自分自身の純粋性を感

じたい人に読んで欲しい物語 

てはすごく合理的。でも目標達成のプロセスを合理的にすると、他人との違いが無くなってきます。すべての人が同じ経

験をして目標を達成するようになります。するとどうなるかと言うと、社会にとって必要かどうかというのが疑わしくな

ります。違う言い方をすると、僕らにとって財産って何ですか? 僕らはなぜ自分にしかできない仕事を持っているんです

か? 自分にしかできないことがあるとしたら、どうやって手に入れたんですか? 恐らく他の人が経験していない非合理が

あるからです。合理的ではない道を行ったから、遠回りをしたからです。遠回りをしてみた景色しか、僕たちは人生の財

産になっていない気がします。例えば、これから京都に行くとしましょう。新幹線、青春 18切符、夜行バス、飛行機、

徒歩、自転車…色々な方法がありますけれども大多数の人が新幹線で行くのではないでしょうか。新幹線で行った人は新

幹線で見えるものをほぼ同じように経験します。中に一人だけ歩いて行った人がいます。変な人です。その人は新幹線で

行った人が見れない景色を経験します。出会えなかった人とたくさん出会います。出会えなかった出来事と出会います。

色んな困難も出て来ます。壁ばっかりです。途中で怪我もすると思います。そしてやっと最後にたどり着く。でもその過

程の中で一番学んだ人は、一番遠回りをした人だと思います。それがその人の財産になります。つまり、非合理の中に財

産を見出しているのかもしれません。もう一つ大切なことは、社会の一員として隣の人と協力して生きているということ。

受験勉強で隣の人と協力し合いながら受験をしているんだという感覚はあんまりないんです。それは 1対 1ではなかなか

気づかなかったりします。クラスで全員と勉強しているとその感覚は育ってきます。自分に必要ないからといって授業を

聴かず、塾に来て 1対 1で勉強している子どもがたくさんいます。一番合理的なように思えて、一番得るべき力と言うの

は得られていないのかもしれません。例えば、「先生：サッカーゴールが邪魔なので○○くん動かしといて。生徒：はーい」

と言うやりとりでいいと思うんです。「みんなー。これ邪魔なんだって。動かすから手伝って」と言って助けを借りればい

いことです。でもたまには「えっ、そんな力(俺って)ある? 相当なバランス力、必要でしょ!」と考える人もいるかもし

れません。「…はじまった(ハァ～)! 完全に先生の嫌がらせ! 1人じゃ動かせるはずないじゃん!!」と考えるかもしれ 

ません。でも先生はそれを意図していないかもしれないし、よくよく考えてみれば「これ、みん

なで動かしてっていうことだよね」って事かも知れません。仕事においてもこのようなことはよ

くあります。上司から「○○くん、これすまないけどやっといて」と言われた瞬間、「はじまった、

パワハラ。ひとりで終わるはずないじゃん。絶対自分のこと憎いんだ!!」と決めてかかる部下が

います。でも「はーい」でいいような気がします。上司から「この仕事やっといて」と言われて、

「はーい」と言える人は、みんなの力を借りてやるということがすぐイメージできる人かもしれ

ません。大切なのは、みんなで何かをやる意識が自然に持てるのかどうかということです。自分

ひとりの力でやらないといけないからとなると、一人の力でできること、夢や希望はどんどん小

さくなる可能性がある。受験だって、自分で頑張るんだ、一人で頑張るんだ、必用なものは全部

自分で求めに行くんだってなったら、じゃあこういうとこだったら合格できるかなというのが、

段々しぼんでいく可能性があります。色んな人の力を借りていいんだよ。みんなの力で、みんな

に少しずつ持ち上げてもらいながら合格しようよ♪ 目標は違うかもしれない。大きくなるかもし

れない。仕事上の目標、掲げていることも同じかもしれない。どうしても自分ひとりの力で何と

かしないと…となったら、すごく小さな夢や目標も苦しくなるかもしれない。みんなの力でって

なったら、みんなの力で持ち上げられるものってなったら、もしかしたら大っきな方、もの、こ

とができるような気がする。そこは一緒じゃないと思うんですよね。現実問題として、いろんな

人にちょっとずつ夢を持ち上げられてもらっています。力を借りて僕たちは生きています。1人で

生きているということなんてないんです。ほんのちょっとした目標を達成するのでも、いろんな

人に影響を受けている。夢の設定や目標の設定も、いろんな人に影響を受けています。別の言い

方をすれば、出会った人すべての人から影響を受けていると言っても過言ではない。だからいろ

んな人に囲まれながら、色んな人に出会って、夢を持ってそこに向かっていく方が僕はいいんじ

ゃないか。何でもかんでも自分 1人で達成するんだよではなくて、みんなで何かをやっているん

だよというのがちっちゃい頃から意識できれば、みんなの中で生きて行くというのが分かってく

れば、他人との約束を守らないで生きて行くというのが防げるのではないか、少なくなるのでは

ないかと思うんです。 

家族と言うチームの目標 今の話は家族と言う一つのチームを考えても分ります。僕はよく「大

切にしよう」と言う話をします。「自分が所属する場所を愛する人にならないと、人から信頼され

ないですよ」と子ども達にいうんです。自分が所属する場所は何処から始まっていますか? 家族

から始まっています。家族を愛していますか? っていって「はい」って言える人はきっと自分が

家族を大事にしています。自分が家族を大切にしていないと「はい」とは言い難いと思います。

逆を言うと、家族は嫌いですという人は、自分は家族を大切にしていないという宣言と同じだと

思います。もうちょっと大きな単位になると、自分が所属する学校、職場は好きですか? 嫌いで

すってなると、もしかしたら自分はその職場を大切にしていないのかもしれません。地域は好き

ですか? 横浜は好きですか? 日本は好きですか? 大切にしていれば好きだと答えられるはずで

す。自分の居場所を愛するというのは、自分からその場所を大切にするということ。ですから自

分の居場所を愛するというのは、人から信頼される上ですごく大切な要素だと思います。今回、(新

刊の)タイムカプセル社でもそのテーマをあげました。みんな責任感が強いんです。お父さんは↗ 

自分の力で幸せにしてやんなきゃって思うん

です。すると自分の力で幸せにできる夢を描き

ます。でも自分の力では幸せにできない夢を描

ければ、初めから奥さん、子どもたち、いろん

な人にお願いをするかもしれない。チームなの

でそれぞれができることを使ってもっともっ

と幸せになればいいんです。でも「俺ができる

ことをするんだ」となったり、奥さんも「私が

頑張ればいいことだから」って思うと、私が一

生懸命頑張ればできる最高の夢、を描きます。

でももうちょっと崩して、1人だったらできな

いけれど2人ならもっと出来るんじゃないかな

ってなると、もっともっと大きくなります。そ

してそれは実現しやすくなるんじゃないかと

思います。だから目標や夢は初めから個人目標

ではなくて集団目標、チーム目標を掲げるとい

う習慣があれば、もしかしたら僕たちは端か

ら、自分の夢・目標を達成するために、「自分 1

人だけじゃダメだ。色んな人に協力してもらわ

なくちゃならないんだ」というのが前提にな

る。その前提って、すごく大切なような気がし

ます。なぜなら人間は一人では生きていけない

からです。社会の中で、誰かと関わり合いなが

らでないと生きていけないからです。初めから

1人で達成できる夢ではなく、1人では達成で

きない夢を描くようにすれば、いろんな人に出

会って、そしてその人たちと仲良くなったり、

その人たちに助けてもらう人にならなきゃっ

てなる。でも、助けてもらう人になるってどう

いうことかと言うと、当然なんですけど、助け

られる人になんなきゃダメなんです。そういう

ふうに僕たちが考えているっていうのが、後に

子どもたちが「生きるってこういう風なんだ

な」って生きるきっかけになるのではないかと

思うんですね。で、そのための大切な教育の 1

つとして長所と短所があると思います。 

それでは続きは次号で♪まとめ:小林義和 

現在分詞と過去分詞  その２         
   

先月号は SVC の文型で使われる現在・過去分詞をお紹介しました。形容詞的

用法ですからもちろん名詞を修飾する時にも使われます。 

a dancing girl「踊っている女の子」 a broken vase「壊れた（された）花瓶」が

そうです。こちらは通常名詞の前に来ますが、分詞に対して説明が入る時は後

に来ます。  

the girl dancing on the stage/the vase broken by my dog の下線の所がそうです。 
    

しかしながら、 There is a broken vase on the floor.の最後の部分はどこにあるか

と言う場所の事で、誰によって壊されたという説明ではないので過去分詞は名

詞の前です。そして会話に多く登場するのが 目的語が入った SVOC の文型で

す。いつものように例をあげておきます。 

(現在分詞) 

The sound effect makes the movie more thrilling. 

「音響効果が映画をさらにスリルがあるものにさせている。」 

The wild audience made the game exciting. 

「熱狂的な観衆が試合をわくわくするものにさせている。」 

The unexpected twist made the story amusing. 

「予想外のどんでん返しが物語を面白くしている。」 

(過去分詞) 

I had/got my hair cut.「髪を切ってもらった。（髪を切った）」 

We had/got our house renovated. 

「家を改装してもらった。（家を改装した）」 

He made me disappointed. 

「彼は私をがっかりさせた。（彼にはがっかりした）」  Rie 

 


